
 

              平成２４年 ７月 ６日  

日本原子力発電株式会社 

 

当社発電所において火災・発煙事象等が続いていることの 

原因及び再発防止対策について 

 

当社は、平成２４年１月１３日に原子力安全･保安院より、当社発電所において火災・発煙

事象等が続いていることを受け、その原因究明及び再発防止対策の策定を行い、報告するよう

指示文書※１を受領しました。            （平成２４年１月１３日お知らせ済み） 

その後、茨城県や東海村など関係自治体等からも同趣旨の厳重注意文書を受領しました。こ

れらを受け、社内の「防火会議※２」において、平成２０年度以降に当社発電所で発生した火災・

発煙事象等に関して、ソフト、ハードの両面から根本原因の分析を行うとともに、再発防止対

策を検討してきました。本日、これらを取りまとめ、原子力安全・保安院及び関係自治体等に

報告しました。 

※１：「日本原子力発電株式会社東海発電所固化処理建屋屋上に設置された冷却塔等における火災について 

（厳重注意）：平成 24･01･13 原院第 2号」 

※２：当社発電所において火災・発煙事象等が続いている原因や再発防止対策を全社的に検討するために社内に

設置した会議体 

 

（根本原因の分析結果） 

・ 火災予防に対する意識欠如・徹底不足 

・ 防火管理教育の不備 

・ 防火専門職・火災予防組織体制の不備 

・ 発電所工事における火災予防上の管理不備 

・ 設備重要度の低い設備に対する火災予防上の保全計画の不備 

・ 本店主管室による火災防止対策のマネジメント不備 

（再発防止対策） 

・ 火災予防に対する意識高揚・徹底 

・ 防火管理教育の強化 

・ 防火専門職・火災予防組織体制の強化 

・ 工事における火災防止対策の強化 

・ 設備重要度の低い設備に対する保全計画の充実 

・ 火災防止対策のマネジメント・水平展開強化    等 

 

今後、再発防止対策のアクションプランに基づき、各種対策を確実に実施していくとともに、

第三者の意見等を取り入れながら、各種対策の更なる高度化を図っていきます。 

また、火災撲滅に向けて経営トップから社員及び協力会社に向け発信したメッセージの浸透

活動等に継続的に取り組み、火災予防意識の更なる高揚を図っていきます。 

これらの活動を通じ、協力会社も含め、全社一丸となって火災の撲滅及び予防処置に取り組

んでいきます。 

 

添付資料：火災・発煙事象等が続いていることの原因及び再発防止対策の概要 

以 上 

 



 
火
災
・
発
煙

事
象

等
が

続
い

て
い

る
こ

と
の

原
因

及
び
再
発
防
止
対
策
の
概
要

 

 

①
火

災
予
防
に
対
す
る
意
識
高

揚
･徹

底
 

・
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

に
よ
る

防
火
活
動

及
び
意

識

の
強
化
と
緊
張
感
の
醸
成
 

・
作
業
員
全
体
へ
の
防
火
管
理

意
識
の
徹
底

 

 

②
防

火
管
理
教
育
の
強
化
 

・
当

社
社

員
及

び
協
力
会

社
作
業

員
へ
の
統

一
的
な

防

火
教
育
の
実
施
と
反
復
実
施
 

・
火
気
監
視
人
の
教
育
強
化
 

・
体
感
教
育
の
実
施
と
継
続
 

 

③
防

火
専
門
職
・
火
災
予
防
組

織
体
制

の
強
化

 

・
防

火
専
門
組
織

の
発
電
所
へ
の
設
置
と
本
店
に
よ
る

水
平
展
開
の
強
化
 

・
防

火
専
門
職
に

よ
る
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
及
び

協
力
会
社
一
体
と
な
っ
た
防
火
活
動
の
展
開
・
浸
透
 

 

④
工

事
に
お
け
る
火
災
防
止
対

策
の
強

化
 

・
火
災

リ
ス
ク
の
高
い
工
事
の
要
領
書
に
係

わ
る
 

検
討
・
作
成
方
法
の
見
直
し
 

・
火
災
リ
ス
ク
の
高

い
工
事
の
現
場
管
理
強
化
 

 

⑤
設

備
重
要
度
の
低
い
設
備
に

対
す
る

保
全
計
画

の
充
実
 

・
設

備
重

要
度

の
低
い
設

備
に
対

す
る
火
災

防
止
の

観

点
か
ら
の
保
全
計
画
の
充
実
 

・
不

適
合

管
理

及
び
保
全

計
画
プ

ロ
セ
ス
へ

の
防
火

専

門
職
の
視
点
の
採
用
 

 

⑥
火

災
防
止
対
策
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・

水
平
展
開

強
化
 

・
自
社
・
他
社
火
災
事
例
の
実

務
へ
の
着
実

な
展
開
 

 

⑦
新

た
な
火
災
発
生
を
防
止
す

る
た
め

の
対
策

 

・
過
去
火
災
事
例
対
策
の
高
度

化
及
び
促
進

策
 

・
新
た
な
火
災
発
生
を
防
止
す

る
対
策
 

 

⑧
そ

の
他
（
継
続
実
施
対
策
）

 

・
火

災
防

止
に

特
化
し
た

定
期
的

な
詳
細
点

検
に
よ

る

火
災
予
防
意
識
の
高
揚
 

再
発
防

止
対

策
 

添付資料

他
社

事
例
等
か

ら
学

ぶ
べ
き

事
項

の
反
映

 

 ○
火
災

発
生
に

対
す

る
再
発

防
止

対
策
が

有
効

に
機
能

し
て
い

る
他

社
事
例

 

・
外

部
専
門

家
に

よ
る
評

価
委

員
会
等

，
外

部
知
見

を
防

火
活
動

に
 

反
映
し
て

い
る

事
例
 

等
 

 ○
各
電

力
会
社

全
体

で
行
っ

て
い

る
火
災

防
止

活
動
 

・
持

込
管
理

、
火

災
ハ
ザ

ー
ド

評
価
 

等
 

他
社

事
例

を
確

認
し

，
今

後
の

新
た

な
火

災
防

止
に

寄
与

す
る

対
策

を
抽

出
 

こ
れ
ま

で
に

発
生

し
た
火
災

・
発

煙
事
象

等
の

根
本
原

因
の

抽
出

 

        平
成

２
０

年
度

以
降

発
生

し
た

火
災

及
び

発
煙

事
象
等

 

  ・
火

災
（
７
件

）
 

・
発

煙
事
象
等

 

 
 

（
１
９
件

）
 

【
合

計
２
６
件

】
 

 

３
．

火
災
・
発
煙
事
象
等
が
続
い
た

根
本
原
因

 

○
火

災
事
象
の
根
本
原
因
を
抽

出
 

○
分

析
に
は
発
電
所
・
本
店
関

係
者
聞

き
取
り
や
過

去
に
実
施

し
た
特
別
点
検

結
果
の

評
価
を
反

映
 

 【
根

本
原
因
と
し
て
以
下
を
抽

出
】

 

①
火
災
予

防
に
対
す

る
意
識
欠
如

･徹
底
不

足
 

 

②
防
火
管

理
教
育
の

不
備
 

 

③
防
火
専

門
職
・
火

災
予
防
組
織

体
制
の
不

備
 

 

④
発

電
所

工
事

に
お

け
る

火
災

予
防

上
の

管
理

不
備
 

 

⑤
設

備
重

要
度

の
低

い
設

備
に

対
す

る
火

災
予

防
上
の
保

全
計
画
の
不
備

 

 ⑥
本

店
主

管
室

に
よ

る
火

災
防

止
対

策
の

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

不
備
 

 

 

１
．

各
事
象
の
直
接
原
因
と
対
策
の

実
施
状
況
の
確
認

 

○
各

火
災
・
発

煙
事
象
等
の
直

接
原
因

に
つ
い
て

、
主
な
原

因
が
機
器
・
設
備
の
不
具

合
か
否

か
で
，
ハ

ー
ド
面
・
ソ

フ
ト
面
に

分
類
 

○
そ

れ
ぞ
れ
直

接
原
因
の

対
策
状
況
を

確
認
 

           

●
全

事
象
の
直

接
原
因
分
類
結

果
 

 

【
ソ
フ

ト
面

】
 

･
溶

接
等

の
作

業
管

理
の

不

十
分

さ
や
確
認

不
足
、
作
業

手
順

の
不
備
 

等
 

 

１
１
件

 

 

【
ハ
ー

ド
面

】
 

・
設

備
の
故
障

や
経
年
劣
化
、

施
工

不
良
 
等

 

（
電
気

設
備

に
起

因
す
る

も

の
が

多
い
）

 

 

１
５
件

 

直 接 原 因 へ の 対 策 状 況 → 全 て 対 策 済 で あ る こ と を 確 認

 

２
．
火
災
･
発

煙
事
象
等

が
続
い

た
原
因
分
析

 

 （
ソ
フ

ト
面

が
直
接

原
因
と
さ

れ
た

事
象
の

分
析
）
 

ソ
フ

ト
面

に
原
因
が

あ
る
と
さ

れ
た

事
象
に
つ

い

て
分

析
を
行
い

、
背
後
に
あ
る

原
因
を

抽
出
 

 
(
確
認
不
足

、
理
解
不

足
、
計
画

の
不
備
等

)
 

 （
ハ
ー

ド
面

が
直
接

原
因
と
さ

れ
た

事
象
の

分
析
）
 

ハ
ー

ド
面

に
原
因
が

あ
る
と
さ

れ
た

事
象
に
つ

い

て
分

析
を

行
い
、
そ

の
背
後
に

あ
る

ソ
フ
ト
面

の

原
因

を
抽
出

 

 
 (
現
場
環
境

の
把
握
不

足
等
)
 

 

ハ
ー

ド
面
が
原
因

 

 

発
電
所
別
に
分

類
 

ソ
フ
ト
面
が
原

因
 

東
海
・
東

海
第
二
発

電
所
 

２
件

 

敦
賀

発
電
所
 

９
件

 

全
体
 

１
１

件
 

東
海
・
東

海
第
二

発
電
所

 
１
２

件
 

敦
賀
発
電
所

 
３
件

 

全
体
 

１
５

件
 

 

各
発
電
所
に
お
け
る
重
点
ポ
イ
ン

ト
を
抽
出

 

 （
東

海
・
東

海
第

二
発
電

所
）

 

・
ハ
ー
ド
面
の

対
策
強
化

が
必
要

 

 

（
敦

賀
発
電

所
１

，
２
号

機
）

 

・
ソ
フ
ト
面
の

対
策
強
化

が
必
要

 

 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
策
定
・
展
開

 

再
発
防
止
対
策
の
具
体
的
展
開
と
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
設
定
 

 ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
の
意
見
等
も
取

り
入
れ
な
が
ら
各
種
対
策
の
更
な
る
高
度
化
を
図
る
。
 

 


